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イベント

常陸大宮市文書館　第12 回文書館カレッジ

シリーズ　常陸大宮と佐竹氏　その11

　慶長7年（1602）、佐竹氏は関ヶ原合戦での不手際により、
秋田へ転封されました。本講座では秋田転封がどのように
進められたのか、翌年江戸幕府を開いた徳川家康にとってど
んな意味があったのか、佐竹家臣団にどんな影響を及ぼした
のか、史料に基づいて紹介します。

【参加にあたっての注意】
・「いばらきアマビエちゃん」へのご登録をお願いします。
・マスクの着用、検温、消毒へのご協力をお願いします。
・体調がすぐれない場合は参加をご遠慮ください。
・会場内ではソーシャルディスタンスをとり、会話はなるべくお控えください。
・会場内では係員の指示に従ってください。
・新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、延期またはオンライン等への
　変更になる場合があります。その場合はホームページ等で告知します。

久保田城跡（秋田市）
『時の旅四百年 佐竹氏入部』秋田魁新報社より

【お問合せ・お申込先】

常陸大宮市文書館
〒 319-2226 常陸大宮市北塩子1721
 TEL 0295（52）0571　
 E-mail：bunsho@city.hitachiomiya.lg.jp

佐竹氏の秋田転封とその影響
講師：森木 悠介氏（東海村歴史と未来の交流館）

期日：

会場：

入場無料定員：300名

申し込み：

会場案内図

電話・メール・FAX にてお申し込みください。

令和4年2月27日（日）

常陸大宮市文化センター
ロゼホール 大ホール

（常陸大宮市中富町3135－6）

午後1時30分開演
（午後0時40分開場）

（月曜・祝日休館）


